
 
 

 
第 22 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム 

女子中高生の進路選択 
〜環境にとらわれず自分の興味を伸ばせるように〜 

 
【日時】2024 年 10 月 12 日（土）10:00〜16:30 
【形式】 中央大学茗荷谷キャンパス特大教室(1W01)＆オンライン開催  
【主催】一般社団法人男女共同参画学協会連絡会（幹事学会：一般社団法人日本応用数理学会） 
【後援】内閣府 男女共同参画局、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、国立研究開発法人科

学技術振興機構、日本学術会議、独立行政法人国立女性教育会館、一般社団法人国立

大学協会、一般社団法人日本私立大学連盟、中央大学、特定非営利活動法人女子中高

生理工系キャリアパスプロジェクト 
【参加費】個人会員・一般：無料、学協会・大学等：7000 円(不課税） 
      (ポスター展示は別途 税込 3000 円） 
【参加申込】https://forms.gle/uMBuGyRxidef1U8e8 

一般参加〆切：2024 年 10 月 4 日（金） ※一般の方はオンラインでご参加ください 
【問い合わせ先】連絡会 22 期事務局（danjo_office22@djrenrakukai.org） 
      
 
【目的】 
男女共同参画学協会連絡会が設立されて今年で 22 年となりました。 
連絡会の活動では、およそ５年ごとの科学技術系専門職の男女共同参画実態調査（大規模調査）

の合同活動に加え、各学会においては委員会やワーキンググループが中心となり、学会員を対象

としたさまざまな取組がなされてきました。現在、加盟学協会はオブザーバー学会を含め、 118
となっており、今後さらなる広がりが見込まれます。一方で、多くの学協会で女性会員数の伸び

悩みが懸念されています。その背景には、女子中高生が理系・文系の選択を行う時に、科学技術

系に興味を持っていても理系を選びづらい事情があるのではないかと考えました。そこで、本シ

ンポジウムでは女子中高生の進路選択、特に地方の課題に焦点をあて、女子中高生が自分の興味

を伸ばせる環境構築の方策をみなさんとともに考えたいと思います。 
本連絡会ではかねてから「女子中高生夏の学校（通称 夏学）」を開催してきました。現在は、

NPO 法人 女子中高生理工系キャリアパスプロジェクトに主催を委ね、女子中高生理系進路選

択支援 WG を通じて協力しています。そこで、まず本シンポジウムの午前の部では、夏学の現状

について皆さんと情報共有をするとともに、本連絡会の第 22 期の全体の活動報告をさせていた

だきたいと思います。 
ポスターセッションを挟んで午後の部では、教育社会学の観点から教育におけるジェンダーの課

題や、中高生向けの科学塾の運営から見えてきた気づき、また、当事者として体験した進路選択

の現状についてお話を伺います。また、続くパネル討論では現役の学生も交え、次の世代の女子

中高生が環境にとらわれずに自分の興味を伸ばせるような方策について議論します。連絡会とし

てどのような支援をすべきか、共に考える機会にしたいと思います。 
 
 
■プログラム 
 
【午前の部（10:00〜11:30）】 
 
  開会挨拶  日本応用数理学会 会長 速水謙 氏 
 
  歓迎の挨拶 中央大学ダイバーシティセンター所長  中島康予 氏 
 
 



「多様な出会いが拓く未来：アンコンシャスバイアスを超えて  
   ～男女共同参画学協会連絡会に支えられた、女子中高生夏の学校（夏学）の 20 年～」 
  講演：NPO 法人 女子中高生理工系キャリアパスプロジェクト 代表理事   永合由美子 氏 
 
「連絡会活動報告」 
  第 22 期活動報告・WG 活動報告・活動調査報告 
 
【昼の部（11:30〜13:00）】 
ポスターセッション(昼食) 
 
 
【午後の部（13:00〜16:30）】 

「女子中高生の進路選択 
〜環境にとらわれず自分の興味を伸ばせるように〜」 
 
ご来賓挨拶 

内閣府男女共同参画局 局長 岡田恵子 氏 
  

文部科学省科学技術・学術政策局 科学技術・学術総括官 先﨑卓歩 氏 
 
趣旨説明  
 
講演 13:15～15:20 
  講演１ 「女子中高生の進路選択をとりまくジェンダー」 
      宮崎公立大学 人文学部 国際文化学科 准教授 寺町晋哉 氏 

 

  講演２ 「『女子中高生のための関西科学塾』の 19 年、 

         そして最近思うこと」 
      大阪公立大学 大学院理学研究科 物理学専攻 教授/  

                   女子 STEAM 人材育成研究所(CYWSTEAM) 所長 細越裕子 氏 

 

  講演３ 「女子中高生理系進路選択支援プログラムが与えた影響： 
         夏学での経験」 
      大阪大学 大学院医学系研究科 特任研究員/ (株)リコー 朝井都 氏 
 

休憩 15:20〜15:30 
 
パネル討論 15:30〜16:20 
  パネリスト：午前・午後講演者（永合氏、寺町氏、細越氏、朝井氏） 
 
           お茶の水女子大学 教授 森義仁 氏 (女子中高生理系進路選択支援 WG 委員長） 
 
           九州大学 修士課程 1 年 佐藤南帆 氏 
 
  ファシリテーター：大阪大学 教授 中口悦史 氏（連絡会第 22 期運営委員会 副委員長） 
 
 
閉会挨拶 16:20〜16:30 
  幹事学会からの挨拶 連絡会第 22 期運営委員会 委員長 今井桂子 氏 
 
  次期幹事学会からの挨拶 日本森林学会 佐藤宣子 氏 

 


